
水落文部科学副大臣（右）に要望書を手渡す

臼井日出男日本武道館理事長の発声で乾杯

　平
成
29
年
武
道
振
興
大
会
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平
成
29
年
武
道
振
興
大
会
（
主
催
＝
武

道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本

武
道
館
）
が
３
月
１
日
、
東
京
・
永
田
町

の
憲
政
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
武
道
議
員

連
盟
に
所
属
す
る
国
会
議
員
、
武
道
関
係

者
約
280
名
が
出
席
し
た
。

　

振
興
大
会
で
は
、
次
期
中
学
校
学
習
指

導
要
領
の
保
健
体
育
・
武
道
に
実
施
可
能

種
目
と
し
て
武
道
全
９
種
目
を
並
列
明
記

す
る
こ
と
、
中
学
校
武
道
必
修
化
の
更
な

る
充
実
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
成
功
に
向

け
た
支
援
、
柔
道
・
空
手
道
の
会
場
と
な

る
日
本
武
道
館
の
増
改
修
工
事
の
支
援
な

ど
を
要
望
す
る
決
議
文
が
採
択
さ
れ
、
大

畠
章
宏
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
か
ら
水
落

敏
栄
文
部
科
学
副
大
臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

振
興
大
会
は
、
北
川
知
克
武
道
議
員
連

盟
理
事
・
事
務
局
長
の
開
会
宣
言
で
幕
を

開
け
た
。
次
に
、
主
催
三
団
体
を
代
表
し

て
高
村
正
彦
武
道
議
員
連
盟
会
長
が
挨
拶

に
立
っ
た
。

 

「
今
年
も
恒
例
の
武
道
振
興
大
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
武
道
家
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
常
日
頃

か
ら
武
道
の
振
興
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
や
皆
様
の
渇
望
が
実
っ
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
武
道
必
修
化
が
実
現
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
武
道
必
修
化
を
目
指
し

た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
い
ず
れ
も
、

礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終
わ
る
、
技
を
習
得

す
る
上
で
心
と
体
を
鍛
え
る
、
道
を
求
め

る
、
そ
う
い
っ
た
武
道
に
共
通
し
た
美
し

い
日
本
人
の
心
を
、
武
道
を
必
修
化
す
る

こ
と
で
、
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
い
う
考
え
で
必
修
化
を
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
当
初
心
配
し
た
事
故
も
な

く
、
大
過
な
く
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す

が
、
大
過
な
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

武
道
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
し
て

平
成
29
年
武
道
振
興
大
会

主催者を代表して挨拶を行う高村正彦武道議員連盟会長
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高村正彦武道議員連盟会長松永光日本武道協議会・日本武道館会長

も
な
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
が
目
指
し
た

目
的
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
本
物
の
武

道
に
み
ん
な
が
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
体
育

の
先
生
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
全
国
の

先
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
が
本

物
の
武
道
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
松
永
光
日
本
武
道
協
議
会
・

日
本
武
道
館
会
長
が
登
壇
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
武
道
の
専
門
家
の
皆
様
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
方
の
お
力
で
、
よ
り
一
層
武
道

の
普
及
と
発
展
を
図
り
、
日
本
を
担
っ
て

い
く
青
少
年
を
力
強
く
健
全
に
育
て
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
武
道
館
と
し

て
は
、
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
武
道
の
振
興
・
発
展
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、挨
拶
と
い
た
し
ま
す
」

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
ま
ず
伊
達
忠
一
参
議

院
議
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
29
年
振
興
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
武
道

必
修
化
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く
５
年
で

す
。
武
道
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
日
本
の

心
に
触
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
我
が

国
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
そ
う
し

た
機
会
に
等
し
く
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

　

引
き
続
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
の
毛
筆
の
署
名
が
入
っ
た
祝
辞
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
後
、
各
武
道
団
体
の
代
表
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

会場の憲政記念館

水落敏栄文部科学副大臣大畠章宏武道議員連盟副会長・理事長
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そ
の
後
、
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
が
次

の
よ
う
に
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
武
道
は
英
語
で
な
ん
と
い
う
の
か
。
調

べ
て
み
た
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ
、

ミ
リ
タ
リ
ー
・
ア
ー
ツ
と
い
う
横
文
字
が

出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ー
ツ
と
い

わ
れ
る
と
少
し
感
覚
が
違
い
ま
す
。
我
々

の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
き
ま
せ
ん
。
武
道

の
〝
道
〟
は
日
本
人
の
精
神
の
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
心
技
体
と
い
う
言

葉
も
そ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

お
陰
で
、
教
育
の
場
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
場
に
お
い
て
も
、
世
界
中
に
武
道
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
改
め
て
皆
様
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
協
議

会
・
日
本
武
道
館
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯

と
な
り
、
出
席
者
が
歓
談
す
る
中
、
水
落

敏
栄
文
部
科
学
副
大
臣
が
会
場
に
到
着

し
、
大
会
決
議
へ
と
移
っ
た
。

　

大
畠
章
宏
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理

事
長
が
決
議
を
朗
読
す
る
と
、
満
場
一
致

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
水
落
文
部
科
学
副

大
臣
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
水
落
文
部
科
学
副
大

臣
が
、「
武
道
は
我
が
国
特
有
の
伝
統
文

化
で
あ
り
、
自
ら
を
律
し
、
相
手
を
尊
重

す
る
態
度
を
養
う
な
ど
、
豊
か
な
人
間
形

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国

力
の
低
下
が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会

の
将
来
を
暗
い
も
の
に
し
つ
つ
あ
る
。
六
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、

復
旧
・
復
興
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
、
公
共
の
精

神
、生
命
、伝
統
や
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
こ
ん
だ
教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
四
年
前
に
は
、
東
京
で
二
〇
二
〇
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
誠
に
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真
髄
を
基
調
と
す

る
、
体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
は
ぐ
く
む
我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両
道
、

質
実
剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
人

間
形
成
の
道
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
完

全
実
施
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興

発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
完
全
実
施
さ
れ
た
中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
し
、
次
期

　
　

学
習
指
導
要
領
に
実
施
可
能
種
目
と
し
て
、
武
道
全
九
種
目
を
並
列
明
記
す
る

　
　

こ
と
。

二　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
成
功
に
向
け
、　

　
　

実
施
種
目
と
な
っ
た
柔
道
、
空
手
道
へ
の
支
援
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

　
　

会
場
と
な
る
日
本
武
道
館
の
建
物
・
設
備
の
増
改
修
工
事
に
最
大
限
の
支
援
・

　
　

助
成
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
を
確
か
な
も
の
と
す
る

　
　

た
め
、
日
本
武
道
代
表
団
や
武
道
指
導
者
の
海
外
派
遣
事
業
を
よ
り
一
層
推
進

　
　

し
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

中
学
校
武
道
必
修
化
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条

　
　
　
　
　決

　議

成
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
武
道
が
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
方
の
ご

努
力
の
賜
物
で
す
。
24
年
度
か
ら
す
べ
て

の
中
学
校
で
武
道
が
必
修
化
さ
れ
、
生
徒

が
礼
な
ど
の
伝
統
的
な
所
作
や
、
相
手
を

尊
重
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
着

実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
本
日
の
決
議
も
ふ
ま
え
、
武
道

の
よ
り
一
層
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
日
本
発
祥
の
武
道
の
一
つ
で
あ
る
空
手

道
が
正
式
競
技
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
や
文
化
を
世
界
に
広
め
る
良

い
機
会
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

最
後
に
、
江
渡
聡
徳
武
道
議
員
連
盟
副

会
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、「
本
日
、
皆

様
方
の
総
意
の
も
と
に
決
議
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
決
議
文
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
実

行
に
移
せ
る
よ
う
に
我
々
議
員
の
み
ん
な

は
汗
を
流
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
各
武
道
に
お
い
て
ご
発
展
さ
れ
る

と
同
時
に
、
武
道
議
員
連
盟
が
汗
を
流
し

て
、
よ
り
良
い
形
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
武
道
振
興

大
会
は
盛
会
の
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。
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　内
閣
総
理
大
臣
祝
辞

　武
道
振
興
大
会
の
ご
盛
会
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　武
道
は
、
心
技
体
を
一
体
と
し
て
、
礼
を
修
め
、
技
を
磨
き
、
身
体
を
鍛
え
、

心
胆
を
錬
る
と
い
う
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
で
す
。「
礼
に
始
ま
り
、

礼
に
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
が
、
今
日
、
我
が

国
の
み
な
ら
ず
、
広
く
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
す
。

　武
道
が
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
で
必
修
と
な
り
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

が
伝
統
の
武
道
に
触
れ
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
三
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
大
会
で
は
、
従
来
の
競
技
種
目
で
あ
る
柔
道
に
加
え
、
空
手
道

が
追
加
種
目
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
の
多
く
の
方
々
が
、

本
大
会
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
の
真
髄
に
触
れ
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
作
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　結
び
に
、
本
日
御
参
集
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
武
道
振
興
に
御
尽
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
心

身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
そ
し
て
武
道
を
通
じ
た
日
本
理
解
や
国
際
親
善
の
増

進
の
た
め
、
お
力
添
え
を
戴
き
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　平
成
二
十
九
年
三
月
一
日

　
　

件
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

四　

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校

　
　

教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有

　
　

段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を

　
　

行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導

　
　

者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、処
遇
改
善
を
図
っ
て
、指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習

　
　

会
を
、関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得
て
、実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、

　
　

時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら
で
は
の
教

　
　

育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ

　
　

る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成
等
、
関
係
団

　
　

体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

五　

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

　
　

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

　
　

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

六　

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

　
　

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

　
　

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

七　

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

　
　

図
る
た
め
、
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
必
要

　
　

な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

八　

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度

　
　

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場

　
　

に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講

　
　

ず
る
こ
と
。

　

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催

す
る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
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◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
事
務
局
長

「
年
に
６
時
間
か
ら
10
時
間
の
武
道
の
授

業
時
間
で
、
柔
道
と
は
何
か
を
伝
え
き
る

の
は
難
し
い
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
一
つ
。
も
う

一
つ
は
、
柔
道
の
専
門
家
を
学
校
に
配
置

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
柔
道

の
事
故
対
策
で
は
、
事
故
が
起
こ
る
場
面

は
あ
る
程
度
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
を
特
に
注
意
し
て
指
導
す
る

よ
う
に
、
指
導
要
領
を
作
成
し
て
現
場
に

届
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
浸
透

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
松
永
政
美
副
会
長

「
剣
道
で
は
、
安
全
指
導
に
つ
い
て
は
日

頃
の
稽
古
会
で
指
導
を
す
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
し
、
外
部
指
導
者
の
活
用
も
進

ん
で
お
り
ま
す
。
剣
道
は
事
故
や
ケ
ガ
の

少
な
い
種
目
で
す
し
、
向
上
的
な
皆
さ
ん

が
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
あ
ま
り
気
負
わ
ず
に
剣
道
の

発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

♢
各
武
道
代
表
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
10
年
ぶ
り
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
控
え
て
の
想
い
、
武
道
必
修
化
充
実
に
向
け
た

課
題
、
学
校
現
場
へ
の
要
望
を
含
め
た
今
後
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た

全日本剣道連盟
松永政美副会長

全日本柔道連盟
中里壮也事務局長

全日本弓道連盟
柴田猛会長

全日本空手道連盟
栗原茂夫副会長

日本相撲連盟
南和文副会長

合気会
植芝守央理事長

全日本なぎなた連盟
佐藤浩市会長

少林寺拳法連盟
川島一浩会長

全日本銃剣道連盟
酒井健会長



7 月刊「武道」　2017．4

◇
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
髙
橋
道
和
次
長

「
関
係
団
体
の
方
々
が
熱
心
に
武
道
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て

は
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
期

間
中
で
す
の
で
、
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
る
意

見
や
、
本
日
の
皆
様
の
意
見
を
ふ
ま
え

て
、
３
月
末
に
最
終
的
な
決
定
を
し
た
い

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
柴
田
猛
会
長

 
「
日
本
武
道
館
の
協
力
を
得
て
、
10
万
部

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
全
国
の
中
学
校
に
配
布
し
、
さ
ら
な

る
弓
道
授
業
の
充
実
に
向
け
て
、
協
力
体

制
を
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
ま
す
。
ま

た
、
各
都
道
府
県
弓
道
連
盟
の
会
長
に
対

し
、
中
学
校
武
道
授
業
に
お
け
る
、
弓
道

授
業
の
採
用
促
進
と
指
導
者
派
遣
な
ど
の

協
力
を
お
願
い
し
、
弓
道
採
用
校
が
増
え

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
副
会
長

「
指
導
要
領
は
い
わ
ば
、
バ
イ
ブ
ル
で
す

か
ら
、
そ
れ
に
き
ち
ん
と
沿
っ
て
指
導
し

て
も
ら
う
と
安
全
な
指
導
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
学
校
の
先
生
に
指
導
要
領
を
分

か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
安
全
を
考
え
て

作
成
し
ま
し
た
。
危
な
い
と
思
わ
れ
る
技

を
全
部
禁
止
し
て
、
徹
底
的
に
安
全
を
確

保
で
き
る
ル
ー
ル
作
り
、
規
定
作
り
を
し

ま
し
た
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
栗
原
茂
夫
副
会
長

 

「
各
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
空
手
道

を
専
門
と
す
る
外
部
指
導
者
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。各
都
道
府
県
空
手
道
連
盟
に
は
、

日
本
体
育
協
会
の
資
格
を
持
っ
た
指
導
者

が
沢
山
お
り
ま
す
。
各
学
校
と
県
連
盟
で

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
、
そ
の
方
々
を

是
非
と
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
全
日
本
空
手
道
連
盟
で
は
空
手
道
の

採
用
校
を
一
校
で
も
多
く
増
や
す
べ
く
、

今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
案
に
は
残
念
な

が
ら
銃
剣
道
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
９
種
目
入
っ
た
方
が
い
い
な
と
思

い
ま
す
ね
。
合
気
道
は
採
用
校
が
ま
だ
40

校
く
ら
い
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
少
し
で

も
多
く
の
学
校
で
採
用
し
て
い
た
だ
い

て
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
川
島
一
浩
会
長

 

「
学
習
指
導
要
領
に
少
林
寺
拳
法
が
初
め

て
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

武
道
の
採
用
に
お
い
て
は
各
学
校
長
の
意

見
が
強
く
、
少
林
寺
拳
法
の
採
用
は
、
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
少
林
寺
拳
法
は

用
具
や
畳
な
ど
も
必
要
な
く
、
学
校
現
場

で
扱
い
や
す
い
種
目
で
す
。
今
後
多
く
の

学
校
で
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
連
盟
で
も
指

導
者
育
成
な
ど
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
佐
藤
浩
市
会
長

「
学
校
現
場
で
は
、
武
道
を
通
し
て
日
本

人
の
魂
を
理
解
し
た
世
界
に
通
じ
る
人
材

を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
回
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
は
っ
き
り
と

な
ぎ
な
た
を
明
記
し
て
い
た
だ
い
て
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
普
及
促

進
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
酒
井
健
会
長

 

「
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
県
で
銃
剣
道
を

採
用
し
て
ほ
し
い
と
中
学
校
に
お
願
い
に

あ
が
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
拒
否

の
理
由
が
学
習
指
導
要
領
に
載
っ
て
い
な

い
か
ら
で
し
た
。
だ
か
ら
学
習
指
導
要
領

に
は
何
が
何
で
も
載
せ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
説

明
で
は
実
績
が
な
い
か
ら
載
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
逆
だ
と
思
い

ま
す
。
各
中
学
校
が
武
道
を
選
ぶ
こ
と
を

考
え
た
ら
、
載
せ
て
い
た
だ
か
な
い
と
採

用
校
が
増
え
ま
せ
ん
。
逆
に
載
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
銃
剣
道
は
や
ら
な
い

で
も
い
い
、
と
い
う
理
解
に
も
繋
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
多
く
の
学
校
で
銃
剣
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
普
及
し
て
ま
す
の
で
、
そ

こ
だ
け
は
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
で
す
。
文
科
省
が
一
般
に
門
戸
を

開
い
て
い
る
の
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
人
に
ご

賛
同
い
た
だ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
る
な
ど
、
会
長
以
下
、
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
部
活
動
指
導
員
と
い
う
も
の
を

制
度
化
し
て
、
外
部
の
指
導
者
が
、
で
き

る
だ
け
学
校
の
部
活
に
入
り
や
す
く
な
る

よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。
武
道
種
目
は
外

部
指
導
員
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
関
係
団
体
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
部
活
に
お
け
る
武
道
振
興
も
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
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武道議員連盟総会
多様な武道が選択できる制度整備を推進

　

平
成
29
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
武
道

振
興
大
会
に
先
立
っ
て
、
東
京
・
永
田
町

の
憲
政
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に

は
、武
道
議
員
連
盟
の
国
会
議
員
70
名（
代

理
出
席
を
含
む
）、
日
本
武
道
館
・
日
本

武
道
協
議
会
役
員
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
幹
部
の

計
87
名
が
出
席
し
、28
年
度
の
収
支
報
告
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
武
道
振
興
施
策
・
学

習
指
導
要
領
改
訂
の
説
明
、
日
本
武
道
協

議
会
の
現
場
報
告
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

　

会
議
は
福
岡
資
磨
事
務
局
次
長
が
司
会

者
と
な
っ
て
進
行
し
、
冒
頭
、
高
村
正
彦

武
道
議
員
連
盟
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

 

「
恒
例
の
武
道
振
興
大
会
前
の
総
会
で

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
有
意
義
な
会
議

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

次
に
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
が
挨

拶
。

 

「
武
道
館
発
展
の
た
め
に
議
員
の
皆
様
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
日
頃
の
ご
支
援
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
武
道
館
と
し
て
は
設
立
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
今
後
と
も
し
っ
か
り

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

会議の様子
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そ
の
後
、
北
川
知
克
武
道
議
員
連
盟
理

事
・
事
務
局
長
か
ら
簡
潔
明
瞭
な
形
で
会

計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
あ

り
、
髙
橋
道
和
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
が
国
の

武
道
振
興
施
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
、
配

布
資
料
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
ま
ず
、
27

年
度
中
学
校
保
健
体
育
の
「
武
道
」
実
施

状
況
に
つ
い
て
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法

が
20
校
近
い
採
用
に
な
っ
た
ほ
か
、
銃
剣

道
で
1
校
採
用
校
が
出
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
続
い
て
、
10
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ

る
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

 

「
今
年
は
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
年
な

の
で
、
武
道
の
実
態
調
査
を
詳
細
に
分
析

し
ま
し
た
。
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
な
ど

が
広
が
り
を
見
せ
、
銃
剣
道
も
１
校
実
績

が
で
き
ま
し
た
。
武
道
に
つ
い
て
は
地

域
、
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
多
様
な
種
目

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、『
柔
道
〜
な
ぎ
な
た
』
ま
で
の
８

種
目
を
明
記
し
て
、
よ
り
一
層
様
々
な
武

道
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
銃
剣
道
が
明
記
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
実
施
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
ま
だ
指

導
要
領
へ
の
記
載
が
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
の
で
現
在
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け
て
い
ま
す
。
現

在
、
指
導
要
領
の
下
に
解
説
書
を
作
る
予

定
で
す
が
、
そ
ち
ら
で
は
日
本
武
道
協
議

会
加
盟
の
実
施
種
目
と
し
て
９
武
道
を
記

載
す
る
予
定
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
い
、
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向

上
支
援
事
業
と
し
て
、
支
援
体
制
の
強
化

種
目
を
柔
道
、
剣
道
の
２
種
目
か
ら
９
種

目
に
拡
大
し
て
、「
指
導
法
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
、
人
材
バ
ン
ク
の
育
成
、
指
導

資
料
作
成
、地
域
指
導
者
の
指
導
力
向
上
、

教
育
委
員
会
学
校
と
の
連
携
」
な
ど
に
使

用
す
る
予
定
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
他
、
口
頭
に
て
文
科
省
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
見
直
し
を
進
め
て
い
る
運
動
部
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
指
導
者

が
学
校
現
場
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
学
校

教
育
法
の
施
行
規
則
に
部
活
動
指
導
員
を

位
置
づ
け
る
こ
と
を
検
討
し
、
制
度
の
整

備
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
日
本
武
道
協
議
会
の
現
場
報

告
と
な
り
、
福
本
修
二
全
日
本
剣
道
連
盟

副
会
長
兼
専
務
理
事
と
南
和
文
日
本
相
撲

連
盟
副
会
長
が
意
見
を
述
べ
た
。

　

最
初
に
、福
本
副
会
長
兼
専
務
理
事
が
、

「
大
会
、
審
査
会
、
講
習
会
、
社
会
体
育

指
導
員
養
成
、
各
地
域
に
講
師
を
派
遣
す

る
こ
と
が
事
業
の
柱
で
す
。
最
近
は
少
子

高村正彦武道議員連盟会長松永光日本武道館会長

髙橋道和スポーツ庁次長
福本修二

全日本剣道連盟副会長兼専務理事

山谷えり子武道議員連盟理事

南和文
日本相撲連盟副会長
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武道議員連盟役員名簿

会　　　長　　高村　正彦（自民）

副　会　長　　赤松　広隆（民進）　　江渡　聡徳（自民）　　衛藤征士郎（自民）

　　　　　　　大島　理森（自民）　　大畠　章宏（民進）　　河村　建夫（自民）

　　　　　　　鴻池　祥肇（自民）　　塩谷　　立（自民）　　高木　陽介（公明）

理　事　長　　大畠　章宏（民進）

理　　　事　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　江田　康幸（公明）

　　　　　　　北川　知克（自民）　　羽田雄一郎（民進）　　森　　英介（自民）

　　　　　　　山谷えり子（自民）

事 務 局 長　　北川　知克（自民）

事務局次長　　福岡　資麿（自民）

高
齢
化
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
年
間
約
４
万
人
が
初
段
を
取
得
し
て

い
ま
す
。
必
修
化
関
連
で
は
、
日
本
武
道

館
と
全
剣
連
が
全
国
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
剣

道
を
専
門
と
し
な
い
教
員
が
対
象
の
指
導

者
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

で
き
る
だ
け
、
こ
う
い
う
方
々
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
報
告
し
た
。

　

次
に
、
南
副
会
長
が
、「
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
国
内
へ
の
指
導
普
及
で
す
。
小

学
４
年
生
以
上
が
参
加
す
る
わ
ん
ぱ
く
相

撲
大
会
で
は
４
万
人
以
上
が
参
加
し
て
お

り
ま
す
が
、
中
学
の
部
活
で
は
、
28
年
で
、

384
校
１
２
１
６
人
の
加
盟
、
高
校
で
は
189

校
938
人
と
、
徐
々
に
人
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て
、
中
学
生
に
な

る
と
裸
に
な
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
が
る
、

指
導
者
が
い
な
い
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
都
道
府
県
で
の
教
員
採
用

を
活
発
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
武
道
必
修
化
を
有
効
に

使
い
、
相
撲
を
安
全
に
行
っ
て
、
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
い
、
大
相
撲
に
移
行
し
て
く

れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

最
後
に
質
疑
と
な
り
、
山
谷
え
り
子
武

道
議
員
連
盟
理
事
か
ら
、 「
本
日
の
決
議

案
に
は
武
道
全
９
種
目
を
並
列
明
記
、
９

種
目
の
指
導
法
研
究
を
行
い
、
と
記
載
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
習
指
導
要

領
（
案
）
に
は
銃
剣
道
が
載
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
の
下
の
部
分
で
は
、
実
態
に

応
じ
て
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
な
ど
と
書
い

て
あ
り
、
弓
道
、
相
撲
、
少
林
寺
拳
法
、

銃
剣
道
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は

や
は
り
、
全
９
種
目
を
書
い
て
い
た
だ
い

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
中
旬
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

受
付
期
間
な
の
で
、
修
正
は
可
能
だ
と
思

い
ま
す
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
指
摘
を
受
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

髙
橋
次
長
は 
「
学
習
指
導
要
領
に
書
く
と

い
う
こ
と
は
、
指
導
書
か
ら
格
上
げ
さ
れ

て
公
的
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
、
全
国
的
な

基
準
に
な
る
も
の
な
の
で
、
全
国
的
な
広

が
り
が
あ
る
も
の
を
載
せ
る
の
が
筋
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
杖
道
な
ど
は
２
県
６
校
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
採
用
校
が
増
え

た
ら
銃
剣
道
も
記
載
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
９
種
目
分
の
予
算
を
措

置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
司
会
の
福
岡
資
磨
事
務
局
次

長
が
閉
会
を
宣
し
て
、会
議
は
終
了
し
た
。

平成 28 年 8 月 9 日現在
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武道の振興について
スポーツ庁

	 （２８年度予算額　４９. ５億円）
	 ２９年度予定額　５０. １億円　

	１．武道指導の充実 	
　⑴　武道場の整備	 ４６. ０億円　
　　　中学校における保健体育科の「武道」を安全かつ円滑に実施するため、公立中学校武道場新

改築事業等に対する国庫補助を行い、整備促進を図る。
　　○公立中学校武道場の整備（学校施設環境改善交付金）
　　○私立中学校等武道場の整備（私立学校施設整備費補助金）

　⑵　指導内容の充実	 ３. ５億円
　　○武道等指導充実・資質向上支援事業	
　　　　武道等の安全かつ円滑な実施のため、教員の指導力向上を図るとともに、これまでの柔道、

剣道に加え、新たに相撲、空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳法及び銃剣道の指導
ガイドラインの作成や指導者データベースの整備などを行う。

　　○学校における体育・スポーツ資質向上等推進事業
　　　　体育・保健体育の授業において、運動が苦手な児童生徒や障害等により特別な配慮を要す

る児童生徒への指導が不十分であることなどの諸課題に対応した実践研究を行い、全国的な
普及を促進する。

　　○学校における体育活動での事故防止対策推進事業
　　　　体育活動中の重大事故事例や情報、再発防止のために留意すべき点、事故防止方策等につ

いて分析を行うとともに、体育活動中における安全管理・事故防止について全国的な普及啓
発を行う。

　　○スポーツ庁等が実施する武道講習会
　　　　武道関係団体との共催等により、体育担当教員や武道の部活動指導者を対象として、各地

域のリーダーとなり得る教員を養成するための武道講習会を実施。
　　○学習指導要領等の趣旨徹底
　　　　学習指導要領の趣旨や理念、変更点等について理解を図るため周知徹底を行う。

　⑶　武道関係教材等の充実
　　　　平成２４年度から、１０か年にわたる「義務教育諸学校における新たな教材整備計画」に

基づき、所要の地方財政措置が講じられている。

	２．武道団体への支援等 	
　⑴　（公財）日本武道館への補助	 ０. ６億円　
　　　　日本武道館が実施する古武道保存事業、青少年武道錬成大会、武道指導者講習会及び武道

国際交流事業に対して補助。

　⑵　（独）日本スポーツ振興センターによる助成
　　　　競技力向上事業助成やスポーツ振興基金助成、スポーツ振興くじ助成等を通じて、団体の

行う選手強化活動や武道教室等の事業などに支援。
　　　（平成２７年度実績額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６. ０億円
　　　（平成２８年度配分額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６. ８億円

●スポーツ庁資料
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平成 27年度中学校保健体育の「武道」実施状況
◆ 平成 27 年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 

を基にスポーツ庁において詳細に分析し作成。
　　調査実施期間　平成 27 年４月～平成 27 年７月
　　対象校　　　　10,951 校
　　回答校　　　　10,578 校

種　目 都道府県数 実施学校数

柔　　　道 47 100％ 6,431

剣　　　道 47 100％ 3,763

相　　　撲 43 91.5％ 377

空　手　道 35 74.5％ 230

な ぎ な た 28 59.6％ 77

弓　　　道 21 44.7％ 24

合　気　道 20 42.6％ 43

少林寺拳法 16 34.0％ 27

銃 剣 道※ 1 2.1％ 1

※ 銃剣道については、本調査では報告はなかったが、平成 28 年
１月に神奈川県の中学校（１校）で実施した旨の報告があった。
その他に、杖道（２県、６校）、棒術（１県、４校）、柳生新
陰流剣道（１県、３校）などがある。

●スポーツ庁資料
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武
道
等
指
導
充
実・資

質
向
上
支
援
事
業

こ
れ
ま
で
の
取
組

教
員
の
資
質
向
上・

　
　
　
指
導
力
強
化

支
援
体
制
の
強
化

　
　
　
　
　（
拡
充
）

特
色
あ
る

　
　
武
道
指
導
の
実
践

指
導
成
果
の
検
証

課
　
題

平
成
23年

度
か
ら
小
学
校
、平
成
24年

度
か
ら
中
学
校
で
現
在
の
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
、体
育
関
係
で
は
、武
道
等
の
必
修
化
に
よ
る
国
民
の
不
安
等
の
広
が
り
を

踏
ま
え
、国
が
先
導
し
な
が
ら
全
国
的
に
安
全
か
つ
効
果
的
な
指
導
を
図
っ
て
き
た
。こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
は
死
亡
又
は
重
大
事
故
は
生
じ
て
い
な
い
。

29年
度
予
定
額
：
190,482千

円

全
国
体
力・運

動
能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
や
学
習
指
導
要
領
の
成
果
と
課
題
の
検
証
の
た
め
の
調
査
の
結
果
か
ら
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
の
実
現
や
運
動
嫌
い
な
子

供
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、全
国
的
に
一
部
領
域
等
で
質
の
高
い
授
業
の
実
践
、若
手
教
員
を
は
じ
め
と
し
た
指
導
者
の
資
質
向
上
や
指
導
力
強
化
が
必
要
。

ま
た
、次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
は
、武
道
指
導
の
内
容
の
充
実
が
見
込
ま
れ
る
。

武
道
等
や
課
題
が
み
ら
れ
る
領
域
の
指
導
を
担
う
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
。

○
体
育
教
員
資
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発・実

践
○
優
れ
た
外
部
指
導
者
と
の
連
携
し
た
指
導
体
制
整
備

○
優
れ
た
指
導
力
を
有
す
る
体
育
指
導
員
派
遣

○
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
の
実
施

○
大
学
と
連
携
し
た
課
題
研
究

○
域
内
合
同
体
育
研
究
会
実
施

関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
強
化
の
た
め
の
取
組

柔
道
、剣
道
に
加
え
、新
た
に
相
撲
、空
手
道
、な
ぎ
な
た
、弓
道
、合
気
道
、

少
林
寺
拳
法
、銃
剣
道
に
拡
充

○
指
導
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

○
人
材
バ
ン
ク
等
の
作
成

○
指
導
資
料
作
成
等

○
地
域
の
指
導
者
の
指
導
力
向
上

○
教
育
委
員
会・学

校
と
の
連
携

中
学
校
武
道
の
指
導
の
充
実
を
図
る
。

○
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
特
徴
的
な
取
組
を
実
践
研
究

○
実
践
研
究
の
成
果
と
課
題
の
整
理

○
全
国
的
な
普
及
及
び
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
実
践

■
体
育・保

健
体
育
の
授
業
で
の
子
供
の「
で
き
る
」の
実
感
の
拡
大
　
■
子
供
の
運
動・ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
欲
や
関
心
の
向
上

■
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
の
実
現
　
■
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
参
考
資
料・エ

ビ
デ
ン
ス
の
収
集

中
学
校
保
健
体
育
に
お
い
て
武
道
等
を
必
修
化
し
た
こ
と
に
よ
る
成
果
と
課
題

の
研
修
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決
の
た
め
の
指
導
法
等

○
大
学
、教
育
委
員
会
、学
校
の
連
携・協

力
に
よ
る
調
査
研
究

●
ス
ポ
ー
ツ
庁
資
料
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〈広告〉

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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３
月
４
日
、
沖
縄
空
手
会
館
が
、
沖
縄

県
・
豊と

見み
ぐ

城す
く

城
址
公
園
跡
地
に
開
館
し

た
。
同
日
に
は
、
開
館
を
記
念
し
、
国
内

外
の
招
待
者
・
関
係
者
お
よ
そ
700
名
が
集

ま
り
、
落
成
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
式
典

及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

　

一
般
公
開
さ
れ
た
５
日
は
、
稽
古
参
加

者
・
見
学
者
お
よ
そ
２
５
０
０
名
が
来
館

し
た
。
同
日
に
は
、
初
稽
古
会
と
し
て
、

沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興
会
と
三
田
空
手
会

と
の
交
流
演
武
祭
が
行
わ
れ
た
。
三
田
空

手
会
と
は
、
本
土
に
空
手
道
を
普
及
さ
せ

た
船ふ
な

越こ
し

義ぎ

珍ち
ん

の
教
え
を
受
け
継
ぐ
慶
應
義

塾
體
育
會
空
手
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
。

　

空
手
道
は
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の

正
式
種
目
と
な
り
、
今
や
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
武
道
と
な
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ツ
を

た
ど
る
と
琉
球
・
沖
縄
の
伝
統
武
道
に
あ

た
る
。
伝
統
空
手
と
競
技
空
手
の
更
な
る

伝
承
・
発
展
の
た
め
、
空
手
道
発
祥
の

地
・
沖
縄
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
今
後
、

沖
縄
空
手
会
館
は
大
き
な
役
割
が
期
待
さ

れ
る
。

交流演武祭の様子

沖縄空手会館の外観＝連続した石貼りはグスク（御城）の力強い石積をイメージしている。
　　　　　　　　　　外壁には琉球石灰岩を多用、沖縄らしさを感じさせる

沖縄空手会館が落成
空
手
道
の
さ
ら
な
る
伝
承
・
発
展
の
た
め
に
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た
。
上う
え

原は
ら

武た
け

信の
ぶ

範
士
十
段
は
上
地
流
最
高

峰
の
型
で
四
方
八
方
に
敵
を
想
定
し
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
特
徴
で
あ
る
〝
三
十

六
（
サ
ン
セ
イ
リ
ュ
ー
）〟、
比ひ

知ち

屋や

義よ
し

夫お

範
士
十
段
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
の
な

か
で
丹
田
呼
吸
法
を
整
え
る
剛
柔
流
の
鍛

錬
型
〝
転
掌
（
テ
ン
シ
ョ
ウ
）〟、
東ひ
が

恩お
ん

納な

盛も
り

男お

剛
柔
流
師
範
は
剛
柔
流
の
組
手
で
、

多
彩
な
関
節
技
や
投
げ
技
が
あ
る
〝
約
束

靠
基
（
ヤ
ク
ソ
ク
カ
キ
エ
ー
）〟、
仲な
か

本も
と

政ま
さ

博ひ
ろ

範
士
十
段
は
多
く
の
変
化
を
秘
め
た
技

で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
古
武
道
〝
前ま
え

里ざ
と

の
ヌ

ン
チ
ャ
ク
術
〟
を
行
っ
た
。
最
後
に
友と
も

寄よ
せ

隆り
ゅ

宏う
こ
う範
士
十
段
も
登
壇
し
、
保
存
会
の

５
名
が
演
武
台
に
立
ち
、
関
係
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

植樹祭の様子、翁長雄志沖縄県知事（左）

■
３
月
４
日

　
□
植
樹
祭

　

晴
れ
晴
れ
と
し
た
快
晴
で
初
夏
の
気
候

と
な
っ
た
４
日
、
午
前
９
時
半
よ
り
特
別

道
場
前
庭
に
て
植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
。
翁

長
雄
志
沖
縄
県
知
事
ほ
か
、
内
閣
府
、
県

議
会
、
豊
見
城
市
、
沖
縄
伝
統
空
手
道
振

興
会
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
、
沖
縄
の
空

手
・
古
武
術
保
存
会
、
少
年
少
女
空
手
代

表
者
の
役
員
と
関
係
者
が
参
列
。
８
つ
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
、
参
列
者
は
空
手
道
と
沖

縄
空
手
会
館
の
発
展
と
興
起
を
願
い
、
司

会
者
の
「
エ
イ
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
な
る
８
本
の
〝
空
手
の

樹
〟
に
３
回
盛
土
を
か
け
た
。

□
奉
納
演
武

　

10
時
よ
り
、
場
所
を
空
手
会
館
の
シ
ン

ボ
ル
施
設
と
な
る
守し
ゅ

禮れ
い

之の
や

館か
た

（
屋
外
の
特

別
道
場
）
に
移
し
、
奉
納
演
武
が
行
わ
れ

た
。
奉
納
演
武
で
は
、
翁
長
県
知
事
ほ
か

多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
、
県
無
形

文
化
財
「
沖
縄
の
空
手
・
古
武
術
」
保
持

者
４
名
が
重
厚
感
あ
る
演
武
を
披
露
し

上
原
武
信
範
士
十
段
の
〝
三
十
六
〞

比
知
屋
義
夫
範
士
十
段
の
〝
転
掌
〞

東
恩
納
盛
男
剛
柔
流
師
範
の
〝
約
束
靠
基
〞

仲
本
政
博
範
士
十
段
の〝
前
里
の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
術
〞

左より比知屋義夫氏、上原武信氏、友寄隆宏氏、
東恩納盛男氏、仲本政博氏

関
係
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た

落
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
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□
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　

10
時
30
分
よ
り
空
手
会
館
北
口
玄
関
前

に
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。
翁
長

県
知
事
を
は
じ
め
、
新
里
米
吉
・
沖
縄
県

議
会
議
長
、
鶴
保
庸
介
・
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
の
代
理
と
し
て
能
登
靖
・
同
沖
縄

総
合
事
務
局
局
長
、
宜
保
晴
毅
・
豊
見
城

市
長
、
照
屋
幸
榮
・
沖
縄
伝
統
空
手
道
振

興
会
副
会
長
、
友
寄
隆
宏
・
沖
縄
の
空
手
・

古
武
術
保
存
会
会
長
、
笹
川
堯
・
全
日
本

空
手
道
連
盟
会
長
の
代
理
と
し
て
栗
原
茂

夫
・
同
副
会
長
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ

ノ
ス
・
世
界
空
手
道
連
盟
会
長
の
代
理
と

し
て
奈
藏
稔
久
・
同
事
務
総
長
、
沖
縄
県

庁
幹
部
２
名
、
少
年
少
女
空
手
代
表
１
名

が
参
列
。
沖
縄
空
手
会
館
の
落
成
を
記
念

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
は
泡
盛
甕
入
れ
式
、

記
念
切
手
贈
呈
式
、
そ
し
て
展
示
施
設
の

内
覧
と
続
い
た
。
内
覧
後
の
記
者
会
見
で

は
、
翁
長
雄
志
県
知
事
か
ら
沖
縄
空
手
会

館
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
空
手
発
祥
の
地
に
沖
縄
空
手
会
館
が
で

き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
展

示
施
設
は
、
世
界
の
日
本
全
国
の
空
手
愛

好
家
が
訪
れ
た
時
、
空
手
の
隅
々
ま
で
わ

か
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　　

メ
イ
ン
施
設
と
な
る
道
場
施
設
に
て
、

招
待
者
・
関
係
者
700
名
が
集
ま
り
、
沖
縄

県
主
催
に
よ
る
落
成
記
念
式
典
が
執
り
行

わ
れ
た
。
当
日
の
３
月
４
日
の
沖
縄
「
三さ
ん

線し
ん

の
日
」
に
因
み
、
三
線
演
奏
か
ら
始
ま

る
。
そ
の
演
奏
に
の
せ
て
沖
縄
県
立
芸
術

大
学
琉
球
芸
能
専
攻
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
、
祝

い
の
席
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い

「
か
ぎ
や
で
風
」
の
琉
球
舞
踊
に
よ
り
幕

開
け
と
な
っ
た
。

▽
翁
長
雄
志
・
沖
縄
県
知
事
の
式
辞

「
県
民
・
国
内
外
の
多
く
の
空
手
関
係
者

が
待
ち
望
ん
だ
沖
縄
空
手
会
館
は
、
沖
縄

復
帰
40
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
24
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
沖
縄
空
手
会
館
は
空
手
発
祥
の

地
・
沖
縄
を
世
界
に
発
信
す
る
有
形
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。
ま
た
、
沖
縄
の
伝
統
文
化

で
あ
る
空
手
を
保
存
・
継
承
・
発
展
す
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。

世
界
の
空
手
家
が
沖
縄
に
集
結
し
交
流
を

深
め
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
た
技

や
精
神
性
を
継
承
し
、
そ
の
発
展
を
図
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０

１
８
年
８
月
に
は
、
沖
縄
空
手
会
館
に
お

い
て
第
１
回
沖
縄
空
手
国
際
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
ま
た
２
０
２
０
年
の
東
京

五
輪
で
は
空
手
が
正
式
種
目
と
な
り
、
沖

縄
県
で
も
五
輪
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

　

沖
縄
県
か
ら
の
建
設
経
過
報
告
に
次
い

で
、来
賓
者
に
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

▽
鶴
保
庸
介
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

「
空
手
は
沖
縄
の
地
で
生
ま
れ
、
沖
縄
の

豊
か
な
自
然
と
風
土
に
醸
成
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
や
190
を
超
え
る
国
・
地
域

に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
空
手
は
国
境
を

越
え
、
世
界
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
沖

縄
の
文
化
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
空
手
会
館

か
ら
、
沖
縄
が
他
の
地
域
に
な
い
大
き
な

価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
閣
府
と
し

て
も
、
本
年
度
内
に
多
言
語
に
よ
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
沖
縄
空
手
の
魅

力
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」

▽
笹
川
堯
・
全
日
本
空
手
道
連
盟
会
長
代
理

　

栗
原
茂
夫
・
同
副
会
長

「
空
手
道
発
祥
の
地
で
あ
る
沖
縄
県
が
、

空
手
道
を
保
存
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
る

拠
点
と
な
る
沖
縄
空
手
会
館
を
建
設
さ
れ

た
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
、
空
手
道
は
東
京
五
輪
追
加
種

落
成
記
念
式
典
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目
と
し
て
、
正
式
に
決
定
し
た
だ
け
で
な

く
、
東
京
五
輪
で
最
も
金
メ
ダ
ル
が
期
待

さ
れ
る
種
目
と
し
て
日
本
中
の
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
中
の
空
手

道
愛
好
者
に
と
っ
て
、
一
度
は
訪
れ
た
い

地
域
が
こ
こ
沖
縄
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

世
界
中
か
ら
競
技
者
や
愛
好
者
が
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
空
手
会
館
を
発

信
拠
点
と
し
て
、
先
人
た
ち
の
偉
業
の
継

承
と
普
及
・
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
（
代
読
）」

▽
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス
・
世
界
空

手
道
連
盟
会
長
代
理

　

奈
藏
稔
久
・
同
事
務
総
長

「
沖
縄
は
空
手
道
発
祥
の
地
で
あ
り
、
全

世
界
の
空
手
家
の
故
郷
で
あ
り
ま
す
。

　

空
手
道
は
沖
縄
で
誕
生
し
、
本
土
に
渡

り
、
海
外
各
地
へ
伝
わ
り
ま
し
た
。
長
い

旅
路
を
経
て
、
２
０
２
０
年
に
は
五
輪
種

目
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
国
際
的
に
広

が
っ
た
沖
縄
の
文
化
で
あ
る
空
手
道
の
殿

堂
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
は
那
覇

市
に
お
い
て
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
に
よ
る
空
手
１
シ

リ
ー
ズ
の
競
技
大
会
が
世
界
各
国
の
競
技

者
を
招
い
て
盛
大
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
Ｗ
Ｋ
Ｆ
は
伝
統
的
武
道
の
精
神
と
競

技
ス
ポ
ー
ツ
、
す
な
わ
ち
〝
伝
統
と
革
新

の
融
合
〟
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
誇
り
と
感
じ
て
い
ま
す
（
代
読
）」

□
記
念
演
武

　

祝
電
披
露
に
続
い
て
、
沖
縄
伝
統
空
手

道
振
興
会
に
よ
る
記
念
演
武
が
行
わ
れ

た
。
始
め
に
、
昨
年
10
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
行
わ
れ
た
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、
男
子
団
体
形
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
喜
友
名
諒
選
手
、
金
城
新
選
手
、

上
村
拓
也
選
手
の
３
選
手
が
登
場
し
た
。

一
糸
乱
れ
ぬ
迫
力
の
あ
る
〝
ア
ー
ナ
ン
〟

の
団
体
形
演
武
が
披
露
さ
た
。
そ
の
後

も
、
剛
柔
流
・
平
良
貞
行
教
士
八
段
に
よ

る
〝
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
〟、
上
地
流
・

島
袋
春
吉
教
士
八
段
に
よ
る
〝
サ
ン
セ
ー

リ
ュ
ー
〟、
小
林
流
・
大
城
功
範
士
九
段

に
よ
る
〝
松
村
の
パ
ッ
サ
イ
〟、
松
林
流
・

平
良
慶
孝
範
士
十
段
に
よ
る
〝
泊
チ
ン
ト

ウ
〟、
剛
柔
流
・
八
木
明
達
範
士
十
段
に

よ
る
〝
転
掌
（
テ
ン
シ
ョ
ウ
）〟、古
武
道
・

阿
波
根
直
信
範
士
十
段
に
よ
る〝
釵
術（
サ

イ
ジ
ュ
ツ
）
３
〟、
少
林
流
・
島
袋
善
俊

錬
士
六
段
に
よ
る
〝
チ
ン
ト
ウ
〟、
剛
柔

流
・
久
場
良
男
範
士
十
段
に
よ
る
〝
セ
ー

サ
ン
〟
の
個
人
型
演
武
が
次
々
と
行
わ
れ

た
。
沖
縄
空
手
の
真
髄
に
迫
る
妙
技
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

喜友名諒選手、金城新選手、上村拓也選手による〝アーナン〟剛柔流・平良貞行教士八段による〝スーパーリンペイ〟

翁長雄志沖縄県知事による式辞落成記念式典の様子
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ニュース

□
基
調
講
演
﹁
沖
縄
の
歴
史
と
空
手
﹂

「
沖
縄
の
歴
史
と
空
手
」
を
テ
ー
マ
に
田

名
真
之
・
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
館

長
が
講
演
を
行
っ
た
。

「
中
世
、
琉
球
王
国
は
中
国
に
171
回
も
の

使
者
を
送
り
、
盛
ん
に
貿
易
を
行
っ
て
い

た
。
日
本
と
も
貿
易
を
行
い
、
貿
易
国
家

と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
。
中
国
拳
法
も

中
国
か
ら
伝
播
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

確
か
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

近
世
に
な
る
と
、
琉
球
は
島
津
の
侵
攻

を
受
け
る
が
、
国
と
し
て
は
存
続
し
た
。

琉
球
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
文
化

を
取
り
入
れ
、
琉
球
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃

に
な
る
と
、『
大
島
筆
記
』
な
ど
空
手
に

関
す
る
史
料
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　

19
世
紀
後
半
、
日
本
政
府
が
琉
球
処
分

を
行
い
、
琉
球
は
日
本
に
帰
属
す
る
こ
と

に
な
る
。
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
沖
縄
県
が

設
置
。
日
本
の
教
育
が
進
め
ら
れ
、
琉
球

文
化
は
否
定
さ
れ
衰
退
し
て
い
っ
た
。
そ

ん
な
中
で
も
、
心
あ
る
文
化
人
に
よ
り
、

一
部
の
文
化
は
な
ん
と
か
継
承
さ
れ
て
い

っ
た
。
近
代
に
な
る
と
空
手
は
、
沖
縄
の

学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
日

本
の
伝
統
的
な
武
術
と
呼
応
す
る
形
で
発

展
。
沖
縄
の
空
手
は
よ
り
精
神
性
を
追
求

す
る
も
の
へ
と
進
化
し
て
い
っ
た
。
日
本

本
土
で
は
競
技
空
手
が
発
展
し
、
沖
縄
の

伝
統
空
手
と
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
後
も

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
統
治
、
日
本
復
帰
と
、
沖

縄
は
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
。

　

過
去
、
琉
球
・
沖
縄
は
様
々
な
困
難
と

向
き
合
い
な
が
ら
も
諦
め
る
こ
と
な
く
発

展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
空
手

は
琉
球
が
琉
球
で
あ
る
た
め
の
大
事
な
要

素
で
あ
っ
た
。現
在
、空
手
は
多
く
の
国
々

で
愛
好
さ
れ
て
い
る
。
流
派
が
分
か
れ
る

の
は
元
気
で
あ
る
か
ら
だ
と
も
い
え
る
。

伝
統
を
守
り
更
に
進
化
・
発
展
す
る
空
手

の
二
兎
を
追
う
気
概
を
期
待
し
た
い
」

□
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹁
空
手
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
﹂

　

基
調
講
演
に
続
き
、「
空
手
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
題
し
、
宮
城
篤
正
・
元
沖
縄
県

立
芸
術
大
学
学
長
が
座
長
を
務
め
、
島
袋

善
保
・
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興
会
副
会

長
、
喜
友
名
朝
孝
・
沖
縄
伝
統
空
手
道
振

興
会
理
事
長
、
知
念
賢
祐
・
ワ
ー
ル
ド
王

修
会
会
長
、
佐
久
本
嗣
男
・
全
日
本
空
手

道
連
盟
常
任
理
事
・
選
手
強
化
委
員
、
岩

本
明
義
・
三
田
空
手
会
相
談
役
、
和
田
光

二
・
三
田
空
手
会
理
事
、
前
田
光
幸
・
沖

縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
の
計
７
名

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

▽
島
袋
善
保
・
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興
会

副
会
長

　
「
１
９
７
０
年
頃
か
ら
沖
縄
空
手
の
普
及

活
動
が
始
ま
っ
た
。そ
の
成
果
が
実
り
、現

在
、
沖
縄
空
手
は
世
界
100
カ
国
以
上
に
存

在
す
る
。
県
の
空
手
振
興
施
策
の
財
政
的

な
支
援
に
よ
り
、
海
外
派
遣
セ
ミ
ナ
ー
等

で
沖
縄
空
手
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た

成
果
だ
と
思
う
。
今
後
と
も
こ
の
普
及
活

動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
将

来
、
沖
縄
で
は
海
外
の
空
手
愛
好
家
た
ち

の
宿
泊
施
設
等
を
整
備
さ
せ
、
充
実
し
た

受
け
入
れ
体
制
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」

▽
喜
友
名
朝
孝
・
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興

会
理
事
長

「
２
０
０
８
年
、
沖
縄
県
知
事
の
も
と
沖

縄
空
手
の
４
団
体
が
大
同
団
結
し
、
沖
縄

伝
統
空
手
道
振
興
会
を
結
成
し
た
。
そ
の

伝
統
空
手
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
は
県
知

事
で
あ
る
。
そ
の
点
を
我
々
空
手
を
目
指

す
者
に
は
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
五
輪

種
目
と
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
が
、
世
界

で
空
手
が
盛
ん
に
な
る
ほ
ど
沖
縄
空
手
が

〝
絶
滅
危
惧
種
〟に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
、
沖
縄
空
手
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
」

▽
知
念
賢
祐
・
ワ
ー
ル
ド
王
修
会
会
長

「
１
９
７
６
年
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
、
沖
縄
空
手
・
古
武
道
を
広
め
て
き

た
。
そ
し
て
２
０
０
４
年
よ
り
毎
年
、
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
海
外

普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
」

▽
佐
久
本
嗣
男
・
全
日
本
空
手
道
連
盟
常

任
理
事
・
選
手
強
化
委
員

「
今
後
、
沖
縄
の
素
晴
ら
し
い
空
手
を
、

こ
の
沖
縄
空
手
会
館
か
ら
世
界
に
向
け
て

発
信
し
て
い
き
た
い
」

▽
岩
本
明
義
・
三
田
空
手
会
相
談
役

「
船
越
義
珍
先
生
が
、
大
正
11
年
に
沖
縄

か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
我
々
は
空
手
道
を

直
接
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
21

田名真之・沖縄県立博物館・美術館館長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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年
よ
り
私
は
空
手
道
を
始
め
て
、
先
生
が

お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
の
11
年
間
、
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
敬
い
と
親
し
み

を
込
め
て
船
越
義
珍
翁
先
生
、
タ
ン
メ
ー

先
生
と
お
呼
び
し
て
お
り
ま
し
た
。
現
在

の
空
手
道
の
源
流
で
あ
り
、
先
生
か
ら
お

習
い
し
た
沖
縄
の
空
手
を
後
世
に
伝
え
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

▽
和
田
光
二
・
三
田
空
手
会
理
事

「
三
田
空
手
会
と
い
う
の
は
、
慶
應
義
塾

體
育
會
空
手
部
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
で
す
。
現
在
も
岩
本
先
輩
を
は
じ

め
と
し
て
、
船
越
先
生
に
直
接
教
え
を
受

け
た
先
輩
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
船
越
先
生
に
お
教
え
い
た
だ
い
た

空
手
道
を
技
と
し
て
繋
げ
て
い
こ
う
と
有

志
が
集
ま
り
、
木
曜
の
夜
に
〝
木
曜
会
〟

と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
」

▽
前
田
光
幸
・
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

「
沖
縄
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
中
に
は

伝
統
的
な
文
化
の
継
承
と
発
展
と
い
っ
た

項
目
が
あ
り
、
沖
縄
空
手
の
継
承
・
発
展

も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
空
手
会

館
も
振
興
・
発
展
の
た
め
の
拠
点
施
設
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
県
は
来
年
度
、
空
手

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
空
手
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
い
で
す
」

◇

■
３
月
５
日

　

５
日
、
沖
縄
空
手
会
館
は
一
般
公
開
さ

れ
、
道
場
の
４
面
コ
ー
ト
で
は
公
開
稽
古

が
実
施
さ
れ
た
。
稽
古
参
加
者
・
見
学
者

お
よ
そ
２
５
０
０
名
が
来
館
。
そ
の
な
か

で
も
、
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興
会
と
船
越

義
珍
に
ゆ
か
り
が
あ
る
慶
應
義
塾
體
育
會

空
手
部
Ｏ
Ｂ
会
の
三
田
空
手
会
に
よ
る
交

流
演
武
祭
が
、
道
場
の
１
面
に
お
い
て
９

時
20
分
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興

会
よ
り
喜
友
名
朝
孝
理
事
長
が
「
三
田
空

手
会
の
皆
さ
ん
と
沖
縄
空
手
会
館
で
初
の

演
武
大
会
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
三
田
空
手
会
よ
り
、
奈
藏
稔

久
会
長
が
「
６
年
以
上
前
、
沖
縄
伝
統
空

手
道
振
興
会
の
皆
様
に
三
田
の
道
場
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
演
武
を
拝

見
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び
、
こ
こ

沖
縄
空
手
会
館
で
交
流
演
武
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

演
武
祭
で
は
、
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興

会
か
ら
、
剛
柔
流
・
久
場
良
男
範
士
十
段

が
〝
十
三
（
セ
ー
サ
ン
）〟、
少
林
寺
流
・

佐
久
川
政
信
範
士
九
段
が
〝
鎮
闘
（
チ
ン

ト
ー
）〟
な
ど
空
手
道
の
源
流
と
な
る
演

武
を
行
っ
た
。
対
し
て
三
田
空
手
会
は
、

船
越
師
範
の
直
弟
子
で
あ
る
岩
本
明
義
九

段
が
〝
テ
ン
シ
ョ
ウ
〟、
同
じ
く
直
弟
子

で
あ
る
眞
下
欽
一
九
段
が〝
鉄
騎
三
段
〟、

第
１
回
世
界
空
手
道
選
手
権
・
個
人
組
手

優
勝
者
の
和
田
光
二
氏
が
〝
荘
鎮
（
ソ
ー

チ
ン
）〟
と
〝
自
由
一
本
組
手
〟
な
ど
を

行
っ
た
。
２
団
体
が
交
互
に
演
武
を
行
う

形
で
実
施
さ
れ
、
演
武
者
は
道
場
の
感
触

を
確
か
め
な
が
ら
、
気
合
い
の
入
っ
た
掛

け
声
と
と
も
に
技
を
繰
り
出
し
た
。

◇

　

午
前
11
時
か
ら
は
研
修
室
に
お
い
て
、

日
本
武
道
学
会
空
手
道
専
門
分
科
会
主
催

の
特
別
座
談
会
が
実
施
さ
れ
た
。
会
で
は

小
山
正
辰
・
同
会
長
が
座
長
と
な
り
、
会

員
と
と
も
に
、
沖
縄
伝
統
空
手
道
振
興

会
、
三
田
空
手
会
の
３
団
体
に
よ
り
実

施
。
座
談
会
で
は
沖
縄
の
伝
統
空
手
に
対

す
る
様
々
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

パネルディスカッションの様子

剛柔流・久場良男範士十段
〝十三（セーサン）〟

岩本明義九段
〝テンショウ〟

交
流
演
武
祭

心技体 人を育てる総合誌
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　道場＝面積は 1278㎡、競技コート４面分を確保。
　　　クッション性があり武道には適している赤松を床面に使用

道場 2階＝ 380席の固定席を完備

鍛錬室 =鍛錬具も設置

資料室＝沖縄空手の歴史をわかりやすく掲示資料室＝空手道の史料や武具も展示

守禮之館＝赤瓦の屋根が特徴のシンボル施設

城址跡地であり、屋外からは街並が一望できる

研修室 =パーテーションで仕切ることも可能

■沖縄空手会館概要
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道場施設2階

研修室
（セミナールーム）

道場施設

鍛錬室

展示施設

守禮之館

総	工	費：65 億円（沖縄県が事業費として支出）　
指定管理者：沖縄観光コンベンションビューロ
所	在	地	：	沖縄県	豊見城市字豊見城 854	番地 1（豊見城城址跡地）
敷地面積	：	3.8	ヘクタール
主要用途	：	空手道場および展示施設
延床面積	：	約 7,810	㎡
（道場施設	5,917	㎡ / 展示施設	1,803	㎡ / 特別道場	91	㎡）
・道場施設
　　⑴空手道場…競技コート４面、空手道大会や各種イベント会場としても活用（客席数 380 席）
　　⑵鍛	錬	室…伝統的な空手道の鍛錬やトレーニングを目的とした部屋、鍛錬具も保管
　　⑶研	修	室…空手道に関するセミナーなどの座学、会議などに対応。空手道以外の使用も可能
・展示施設
　　⑴資	料	室…沖縄伝統空手・古武道に関する展示施設、初心者向け、一般向けのコンテンツまで来
　　　　　　　　館者に応じて多様に計画、エンターテイメント性を備えた施設
　　⑵物販・飲食スペース
・特別道場（守禮之館）…空手道の発祥の地であることを顕示するシンボル施設。尊厳性を高めるため、
　　　　　　　　　　　		高段者の昇段試験や空手の日の演武など限定して利用
建物構造	：	鉄筋コンクリート造	一部鉄骨造
建物階数	：	地上 1	階	一部（電気室等）2	階
駐	車	場：普通車 100 台程度、大型バス４台
アクセス：那覇空港からクルマで約 14分（約 5.5km）

■今後の「沖縄空手会館」での実施予定イベント（県主催）
・2017	年 8	月：沖縄伝統空手・古武道国際セミナー
・2018	年 8	月：第 1	回沖縄空手国際大会、沖縄伝統空手・古武道国際セミナー



242017．４月刊「武道」

〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て



25 月刊「武道」　2017．４

〈広告〉

脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

）

（ 

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁 

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く



月刊「武道」は、全国の書店で販売しています。

可
認
物
便
郵
種
三
第
日
四
十
二
月
一
十
年
二
十
四
和
昭

　

五
巻
通

五
五

号

　

人
行
発

　

男
出
日
井
臼

　

人
集
編

　

生
芳
藤
三

　

所
行
発

　

館
道
武
本
日
人
法
団
財

　〒
102
8321

　０
３

６
１
２
３
（

）

４
１
５

７

座
口
替
振
）
直
（

　

十
二
成
平

五
年
一

発
日
八
十
二
月

行

）
行
発
日
八
十
二
回
一
月
毎
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
売
発

　

　〒
101
8381

　

０
話
電

３

８
３
２
３
（

）

１
８
１
０

　

行
発

　
　

　

館
道
武
本
日

月

　刊
心技体 人を育てる総合誌

平成２５年１月２８日発行（毎月１回２８日発行）通巻５５５号　昭和４２年１１月２４日第三種郵便物認可

●

談
対
別
特
春
新

 

「

育
教
の
塾
私
・
校
藩

」

田
沖
・
永
松
）
下
（

〇
二

三
一

号
月
2
年

月刊

MONTHLY MAGAZINE THE“BUDO” FEB. 2013

VOL. 555

シリーズ　中学校武道授業の充実に向けて・合気道
マンガ・武道のすすめ《相撲・双葉山定次②》

熊澤美裕紀
田代しんたろう

吉村作治
小林保雄
小泉吉永
長濱文子
加藤伊三男
山神眞一
伊東　潤

評

好

載

連

巻頭リレーエッセイ
私の指導法・合気道
江戸「人間教育」の知恵
なぎなたに夢を馳せて
尾張貫流
役に立つ少年剣道指導法
実録　戦国北条記

武道の源流を訪ねて 横瀬知行

色紙に書く座右の銘 安藤綾信

武道の可能性を探る 半藤一利

松永　光・沖田行司　　　
「藩校・私塾の教育」（下）

新春特別対談

三
五
価
定

〇
円

　

五
体
本

〇

円
五




